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式
典
練
習
も
総
仕
上
げ

　
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
の
開
幕
ま
で
、
あ
と
十
四
日
。
夏
季
大
会

の
余
韻
が
残
る
宇
治
市
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
開
催
さ
れ
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
「
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
、
市
民
の
総
力
を
集
め
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
「
京
都
国
体
」
も
、
い
よ
い
よ

最
後
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
す
。
式
典
参
加
者
の
練
習
も
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
。
’
市
民
の
力
で
秋
季
大
会
を
盛
り
上
げ
、
成
功
さ
せ
ま
し
よ
う
。

▲本番まで後わずか（9月I8日、中学生によるマスゲームの練習）

　
秋
季
大
会
は
、
十
月
十
五
日
出

か
ら
二
十
日
團
ま
で
の
六
日
間
開

催
。
府
内
各
会
場
地
で
三
十
一
の

正
式
競
技
の
外
、
二
つ
の
公
開
競

技
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
繰
旦

げ
ら
れ
ま
す
。

　
宇
治
市
で
は
、
サ
″
力
‐
‐
（
少

年
男
子
）
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
成

年
男
子
一
部
・
二
部
、
少
年
女
子
）

の
二
競
技
を
実
施
。
両
競
技
と
も

土
〈
日
に
太
陽
が
丘
で
開
始
式
を

行
い
、
サ
″
カ
ー
は
二
十
日
ま
で

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
十
九
日
ま
で
の

間
、
太
陽
が
丘
や
西
宇
治
公
園
・

１
堅
い
握
手
を
交
わ
す
池
本
市
長
と
張
咸
陽
市
長

黄
奨
公
園
か
匹
罵
と
し
て
行
わ
れ

ま
す
。

　
秋
季
大
会
に
先
立
つ
十
月
十
三

日
閑
に
は
、
大
会
旗
・
矩
火
リ
レ

工
本
火
）
が
宇
治
市
内
を
通
過
。

南
山
城
村
で
採
火
さ
れ
た
「
躍
進

の
火
（
東
コ
ー
ス
）
」
が
、
天
ケ

瀬
ダ
ム
湖
畔
で
宇
治
田
原
町
か
ら

宇
治
市
に
引
き
継
が
れ
、
市
内
を

リ
レ
ー
の
後
、
久
御
山
町
へ
。

　
こ
の
間
、
市
役
所
前
で
は
、
去

（○競技日）宇治市開催競技の日程

10/15
　出
10/16
　(n)

10/17

　(月)

10/18

　(火)
10/19
　(刺
10/20
　(ね

会　　場

サッカー

(少年男子)

開始式
　○ ○ ○

　○

表彰式
府立山城総合運動公園
陸上競技場

○ ○ 府立山城総合運動公園
第二競技場

○ ○ ○ ○ 府立山城総合運動公園球技場B

○ ○ ○ ○ 西宇治公園

ソフトボール

(成年男子1部)

(成年男子2部)

(少年女子)

開始式
　○ ○ ○

　○

表彰式
府立山城総合運動公園
第一野球場

○ ○ ○ 府立山城総合運動公圃
第二野球場

○ ○ ○ ○ 府立山城総合運動公園
第三野球場

○ ○ ○ 黄紫公園野球場

中国・咸陽市長

　　宇治市を訪問
　
宇
治
市
と
友
好
都
市
提
携
し
て

い
る
中
国
・
咸
陽
市
の
張
宏
勲
市

長
ら
友
好
訪
問
団
一
行
（
五
人
）

が
、
九
月
十
八
日
来
宇
。
張
市
長

は
、
初
め
て
の
来
宇
で
す
。

　
一
行
は
、
翌
十
九
日
に
宇
治
市

役
所
を
表
敬
訪
問
。
池
本
市
長
と

両
市
の
今
後
一
層
の
友
好
促
進
や

山
紫
水
明
の
宇
治
市
の
印
象
な
ど

に
つ
い
て
歓
談
の
後
、
議
会
か
拐

聴
し
、
議
員
の
歓
迎
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
万
福
寺

や
平
等
院
を
訪
問
。
二
十
日
に
は
、

折
居
清
掃
工
場
・
東
宇
治
浄
化
セ

ン
タ
ー
や
太
陽
が
丘
な
ど
を
見
学

し
、
二
十
一
日
に
帰
国
し
ま
し
た
。

る
八
月
七
日
に
市
内
を
リ
レ
ー
さ

れ
た
市
火
が
本
火
と
合
火
す
る
合

火
式
が
挙
行
さ
れ
、
秋
季
大
会
は

本
番
へ
と
突
入
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
◇

　
今
、
拒
火
リ
レ
人
笑
式
や
各

開
始
式
に
花
を
添
え
る
集
団
演
技

な
ど
の
練
習
が
、
最
後
の
仕
上
げ

段
階
奪
タ
を
い
ま
す
。
児
童
・

生
徒
か
ら
婦
人
・
社
会
人
ま
で
、

幅
広
い
年
齢
層
の
参
加
者
が
、
音

楽
演
奏
・
踊
り
・
マ
ス
ゲ
ー
ム
な

ど
、
そ
に
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
て
式
典
盈
毀
び
上
げ
よ
う

と
、
一
段
と
力
を
こ
め
て
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
残
る
日
も
わ
ず
か
。
夏
季
大
会

に
続
い
て
秋
季
大
会
も
成
功
さ
せ

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
屑

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

11/6（日）午後6時00分開場

午後6時30分開演

宇治市文化センター大ホール
〔指定μ¥4,〔X〕0 A¥3,a〕0

凶日指定jペア¥3,500大人¥2.0C〕O小人＼i,a〕O(高校生以下)

※当日，各500円増

主催：(財)宇治市文化センター･宇治市民文化祭実行委員会･宇治市教育委員会

：宇治市文化センター　容20－2111
電話予約

問い合わせ

斬新なバロックの世界　ロンドン・バロック

903

宇
治
椛
島
線
予
備
設
計
費
な
ど

３
億
５
千
６
百
6
6
万
円
を
計
上

　
市
議
会
九
月
定
例
会
は
、
九
月

十
九
日
に
開
会
。
十
月
七
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
六
十
三
年

度
一
磐
許
補
正
予
算
（
第
二
号
）

案
夕
ほ
に
あ
、
二
特
別
会
計
や
水

道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
案
、
西

宇
治
公
園
多
目
的
広
場
の
儲
一
用
開

始
に
伴
シ
都
市
公
園
条
例
の
一
部

改
正
案
な
ど
、
十
二
議
案
が
提
出

さ
れ
て
い
未
了
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、
当

初
予
算
編
成
後
に
新
た
に
発
生
し

た
事
業
や
、
事
業
執
行
の
具
体
化

に
伴
う
調
整
分
か
中
心
で
、
補
正

額
は
三
億
五
土
八
百
六
土
〈
万
二

千
円
か
計
上
。
こ
れ
に
よ
り
一
般

会
計
予
算
総
額
は
、
二
百
九
十
二

億
四
千
八
百
四
十
九
万
五
千
円
と

な
り
ま
す
。

　
補
正
予
算
案
の
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
〈
一
般
会
計
〉

▽
近
鉄
高
架
事
栗
関
連
等
適
路
整

　
備
費
追
加
と
し
て
三
里
（
亘
二

　
十
三
万
六
千
円

▽
善
法
地
区
内
道
路
整
備
費
追
加

　
と
し
て
一
千
五
百
二
十
一
万
七

　
千
円

▽
宇
治
横
島
線
予
備
設
計
費
に
Ｉ

　
千
万
円

▽
地
域
型
住
宅
促
進
啓
発
事
業
費

　
に
百
土
八
万
四
千
円

▽
宇
治
小
学
校
借
地
用
地
取
得
費

　
に
八
千
十
万
四
千
円

▽
北
極
島
小
学
校
増
築
の
初
年
度

　
経
費
に
四
百
十
四
万
八
千
円

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
整
備
に
二
百

　
万
円

▽
天
ケ
瀬
森
林
公
園
整
備
事
芙
費

　
に
二
土
八
百
五
万
六
千
円

▽
北
方
領
土
返
還
啓
発
看
板
設
置

　
に
三
十
万
円

〈
国
保
会
計
〉

▽
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事

　
業
に
七
百
万
円

「京都国体」秋季大会開幕間近

ふれあいの輪再び

９月補正

予算案



歴史資料館

特別展

宇
治
の
文
華
　
雅
び
と
寂
び

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
特
別
展
「
宇
治
の
文
華
－
雅
（
み
や
）
び

と
寂
（
さ
）
び
Ｉ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
宇
治
に
ま
つ

わ
る
名
宝
を
通
し
て
、
宇
治
に
咲
き
誇
っ
た
文
化
の
「
華
」
に
触

れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
国
宝
や
重
要
美
術
品
な
ど
四
十
点
を

展
示
。
期
間
は
十
月
二
十
三
日
剛
ま
で
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▲好評開催中の特別展

　
宇
治
は
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝

の
地
と
し
て
、
ま
た
景
勝
の
地
と

　入館料

大　人　　200円(団体150円)

小中学生　60円(団体40円)

※団体は20人以上

　く毎水曜日には、午後２時から、

　館員が展示の解説を行います〉

し
て
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
歴

史
り
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
肇
乙
だ
。
宇
治
橋
の
架
橋
、
平

等
院
の
創
建
、
源
平
の
合
戦
な
ど

時
代
が
大
奇
ぐ
移
り
変
９
？
£

す
る
時
、
何
度
も
歴
史
の
舞
台
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
宇
治
の
風
景
美
は
平
安

時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
、

名
所
絵
・
四
季
絵
の
題
材
と
し
て

絵
巻
や
屏
風
（
び
ょ
之
き
に
描
か

れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
別
展
で
は
、
市
内
外

◆記念講演会◆

　　10月2日(日)午後２時～

　　文化センター　小ホール

｢王朝時代の宇治｣　　

●講師　村井康彦さん

　(国際日本文化研究センター教授)

に
の
こ
さ
れ
た
宇
治
に
ま
つ
わ
る

名
宝
を
通
し
て
、
宇
治
に
刻
書
れ

た
歴
史
の
足
跡
と
宇
治
の
地
が
花

咲
か
せ
た
文
化
の
「
華
」
に
触
れ
て

い
ま
す
。

　
　
一
部
を
陳
列
替
え

　
展
示
期
間
は
、
十
月
二
十
三
日

㈲
ま
で
。
四
日
㈹
か
ら
は
出
陳
品

の
一
部
を
「
源
氏
物
語
和
歌
色
紙

貼
交
屏
風
」
と
「
洛
外
胴
に
入
れ

替
え
ま
ず
。
ぜ
ひ
、
一
度
お
越
し

く
だ
さ
い
。
　
（
歴
史
資
料
館
）

10月１日～７日は

｢名宝にみる宇治の歴史と文化｣

●講師　歴史資料館館員『法の日』週間

　
十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は

「
法
の
日
」
週
間
で
す
。

　
こ
れ
は
国
民
主
権
の
下
に
、

国
を
挙
げ
て
法
か
茸
重
し
、
基

本
的
人
権
の
擁
護
、
社
会
秩
序

確
立
の
精
神
奮
『
め
る
た
め
に

定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の

日
を
機
会
に
、
改
め
て
法
の
大

人権擁護委員さん（敬称略）

宇
治
茶
ま
つ
り

興
聖
寺
・
中
の
島
一
帯
で

　
宇
治
の
伝
統
行
事
ト
茶
ま
つ

り
が
、
十
月
二
日
、
興
聖
寺
と

宇
治
川
中
の
島
を
中
心
に
繰
り

広
げ
ら
れ
未
了
。

　
秋
の
一
日
、
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

氏　名 住　　所 電　話
１

涅
巴
才

自

謬

青山　一雄宇治善法nの５ 21－4380

東　　重子羽拍子町22 43－7723

井戸田　侃木幡熊小路４の８31－8489

北Ill　　稔伊勢田町毛語40 41－7260

熊木　治夫横島町北内53 22－0153

柴田　定治木幡平尾i7の63 32－6620

谷口　武治宇治宇文字11の1221－461 1

福島　秀次広野町寺山53の３43－2689

藤原　了孝五ヶ庄大林43の１31－8532

前川　桂子 苑道丸山１の69 21－3458

切
炎
乖
叉
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
毎
月
第
一
木
曜
日

に
総
合
福
祉
会
館
で
、
人
権
相

談
を
開
催
。
相
談
に
は
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
夕
受
け
た
人
権

擁
護
委
員
が
応
じ
て
い
未
了
。

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
穴

　
〈
1
0
月
の
人
権
相
談
〉

▽
と
き
…
1
0
月
６
日
出
、
午
前

　
1
0
時
～
午
後
３
時
。

▽
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
会
館
。

　
な
お
、
左
表
の
人
権
擁
護
委

員
さ
ん
の
自
宅
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
卓
子
。
直
接
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
ｙ
名
水
く
み
上
げ
の
儀
・
：
午

前
９
時
か
ら
宇
治
橋
三
の
間
で

▼
茶
ま
つ
り
式
典
…
午
前
1
0
時

か
ら
興
聖
寺
本
堂
で
▼
茶
せ
ん

塚
供
養
・
：
午
前
Ｈ
時
半
か
ら
興

聖
寺
門
前
で
▼
茶
席
・
・
末
席
は

▲口切りの儀（興聖寺）

興
聖
寺
書
院
、

副
席
は
宇
治

神
社
で
▼
中

の
島
で
の
催

し
・
：
午
前
1
0

時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
。

野
点
（
だ
て
）

席
、
お
茶
飲

素
人
茶
香
服
大
会
も

　
　
　
同
日
に
開
催

　
ま
た
同
日
は
、
宇
治
茶
ま
つ

り
協
賛
と
し
て
、
市
民
素
人
茶

香
服
大
会
団
体
戦
が
開
催
さ
れ

圭
Ｊ
。
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
２
日
面
、
午

後
６
時
半
１
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

公
民
館
▼
主
催
・
：
宇
治
市
茶
業

青
年
会
。
　
（
農
林
茶
業
課
）

～
都
市
に

　
　
緑
と
公
園
を
～

1
0
月
は
都
市
緑
化
月
間

　
十
月
は
都
市
緑
化
月
間
。
全

国
で
、
「
都
市
に
緑
と
公
園
を
」

公
竺
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
が
繰
り
広
げ
φ
誓
子
。

　
本
市
で
は
、
都
市
の
緑
化
、

都
市
公
園
・
街
路
樹
な
ど
の
整

備
保
全
夕
促
進
す
る
と
共
に
、

市
民
に
よ
る
緑
豊
か
な
街
づ
く

り
公
目
指
し
て
、
次
の
啓
発
活

動
な
ど
を
行
い
水
子
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
康
ｙ
。

｀
1
1
1
a
l
‐
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ａ
1
1
1
1
1
1
1
9

▽
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
1
0
月
３
日

　
㈲
～
５
日
困
、
市
内
Ｊ
Ｒ
・

　
京
阪
・
近
鉄
の
各
駅
前
。

▽
内
容
・
・
・
都
市
緑
化
の
趣
旨
・

　
緑
化
月
間
を
啓
発
し
、
種
子

　
の
無
料
配
布
（
忘
れ
な
草
・
白

　
負
ゲ
み
草
・
ス
ィ
ト
ピ
ー

　
金
せ
ん
花
・
ラ
″
セ
ル
ル
ピ

　
ナ
ス
）
、
都
市
緑
化
の
パ
ン
フ

　
レ
ッ
ド
（
誰
に
で
も
出
来
る

　
花
・
草
・
木
づ
く
り
）
の
配
布

　
な
ど
。
　
（
都
市
計
画
課
）

緑豊かなまちづくり

　　　　　(宇治市テーマ)

904

木幡公民館

まつり
第Ⅰ部は10月22・23日

　
木
幡
公
民
館
ま
つ
り
を
三
部
構

成
で
開
催
し
ま
す
。

　
十
月
二
十
二
日
出
、
二
十
三
日

間
は
第
一
部
（
山
野
草
・
園
芸
植

物
展
）
を
、
左
表
の
日
程
で
開
催

し
未
了
。
秋
の
一
日
、
季
節
の
植

物
観
賞
で
心
な
ご
む
ひ
と
と
き
を

お
過
ご
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
作
品
の
出
品
を
ご
希
望

の
人
は
、
十
月
二
十
一
日
ま
で
に

木
幡
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
ぐ
だ

さ
い
。
作
品
の
搬
入
・
搬
出
は
出

・
品
者
自
４
で
お

　
願
い
し
毒
了
。

　
　
ま
た
、
十
一

　
月
五
日
出
に
は

　
講
演
会
、
十
三

　
日
間
に
は
第
二

　
部
（
つ
ど
い
・
模

　
擬
店
）
を
、
十

　
九
日
出
と
二
十

　
日
間
に
は
第
三

　
部
（
各
種
作
品

　
展
示
・
模
擬
店
）

を
開
催
し
ま
了
。
第
三
部
へ
の
出

品
作
品
に
つ
い
て
は
、
次
の
要
領

で
募
集
し
示
ｙ
。

　
▼
募
集
作
品
…
絵
画
、
書
道
、

写
真
、
手
工
芸
品
な
ど
（
一
人
一

点
）
▼
資
格
・
：
市
内
在
住
の
ア
マ

チ
ュ
ア
で
、
ほ
か
に
発
表
の
場
の

な
い
人
▼
募
集
期
間
・
：
1
0
月
一
Ｈ
日

㈹
～
2
1
日
出
▼
申
し
込
み
・
問
い

〈
お
せ
・
：
木
幡
公
民
館
（
木
幡
内

畑
3
4
の
７
・
豊
⑩
8
2
9
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

木幡公民館まつり第１部日程表

催　し　物 日　　時

山野草・園芸
植　物　展

10月22日Ct-J･23日(tl>

午前9時～午後4時

お　茶　席
一席200円

　　10月23日(日)
午前10時～午後3時

楽しいクラフト

・ﾌﾞﾗｽﾁｯｸﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄ(無科)

・のぼり人形(無料)

・デュパージュ(100円)

・切り絵(oo円)

　10月23日(II)

午後１時~3時

い
き
い
き
健
康
講
座
を
開
講

宇
治
公
民
館

　
自
分
の
健
康
を
守
り
、
増
進
さ

せ
る
た
め
の
総
合
的
な
健
康
講
座

を
開
き
ま
ず
。

　
今
回
の
講
座
で
は
、
検
尿
・
血

圧
測
定
・
体
カ
チ
エ
″
ク
ー
ス
ト

レ
″
チ
体
操
・
み
モ
汁
の
塩
分
測

定
・
減
塩
食
の
試
食
な
芦
ｙ
り
行
い

未
了
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
下
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公
民
館
▼
対

象
…
3
0
歳
以
上
の
市
民
で
６
回
共

参
加
出
来
る
人
▼
定
員
・
：
4
0
人
（

先
着
順
）
▼
保
育
…
―
歳
以
上
の

子
供
（
お
や
つ
代
三
百
円
か
必
要
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
宇

治
公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
の
９
・
ａ

⑤
2
8
0
4
）
へ
電
話
か
直
接
来

館
で
。
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

いきいき健康講座の日程・内容表

回 月日 時　間 －ア　ー　マ 講　　師

１ 10/31
　閲
午前10時
　　～正午

みつめよう心の健康

　一心の健康とストレスー
京都府立医科大学
有賀やよいさん

２ 11/7
　聞
午後1時半
　～４時

成人病とその予防

　一慢性病のなりたち・がん－
宇治久世医師会
吉岡亮平さん

３ 11/14
　卯
午後1時半

　~4時

生活の中に運動を
　一実技を含めて－

京都教育大学教授
野原　弘嗣さん

４
n/22

　(火)
午後1時半
　　～4時

健康は丈夫な歯から

一歯槽膿i(しそうのうろう)の予防

宇治久世歯科医師会

神田　豊さん

５ 11/28
　㈲
午前10時
　　～正午

若さを保つ食事

　一長寿食の中味から－
保健予防課職貝

６ 12/ 5
　卯
午前lO時
　　～正午

明日の健康に向かって
公民館･保健予防課職員

食生活改善推進貝

歴史資料観午前9時～

午後5時（月曜日・祝

日は休館）

10月２日



10月30日まで

▲駐輪禁止の場所にぎっしりと置かれた二輪車や自転車(JR黄葉駅前で)

放置自転車等整理用のステッカー取付数

箇所　　　　　種別 自転車 バイク 合　計

宇 無糾It 'It場 86 21

治　小　　計 86 21 107
-

-

一一 京阪三室戸駅周辺 13 ０

声　小　　計 13 ０ 13

黄 J R 黄聚駅前 70 20

乗　　小　　計 70 20 90

木
曖

J R木幡駅前 69 17

京阪木幡駅周辺 77 ９

小　　計 146 26 172

小

倉

東　駐　車場 20 ０

京都$H行前 18 ０

水　路　敷 41 ３

平　和　堂　前 16 ０

山際に至る市道 45 ９

西　駐　車場 48 ３

小　　計 188 15 203

大
久保

府　　　　道 33 ７

東　市　適 ０ ０

名木川河川敷 22 ３

} R新田駅前 23 ６

小　　計 78 16 94

合　　　計 581 98 679

　
本
日
か
ら
。
渫
屁
車
追
放
市

民
運
動
が
市
内
で
一
斉
に
展
開
さ

れ
毒
了
。

　
近
年
、
二
輪
車
、
特
に
ミ
ニ
バ

イ
ク
の
利
用
が
増
加
。
し
ぶ
し
そ

の
利
用
者
は
、
自
動
車
の
利
用
者

に
比
べ
、
交
通
ル
ー
ル
に
対
す
る

意
識
が
薄
い
ぷ
っ
で
す
。
添
鰹

車
も
モ
の
一
つ
。
手
軽
で
狭
い
場

所
で
も
駐
車
で
き
る
の
で
、
駅
周

辺
や
繁
華
街
に
は
相
当
数
の
池
恐

駐
車
が
あ
り
ま
ず
（
右
表
参
照
）
。

一
台
で
は
場
所
か
ど
ら
な
い
二
輪

車
も
何
台
か
連
な
る
と
歩
道
い
っ

ぱ
い
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
歩
行

者
が
車
道
金
ぶ
ね
ば
な
ら
す
、

大
変
危
険
で
す
。

　
一
方
歩
行
者
は
、
ス
ピ
ー
ド
を

上
げ
て
走
っ
て
い
る
自
動
車
や
二

輪
車
に
対
し
て
は
「
危
険
だ
」
と
眉

を
ひ
そ
の
ま
ず
が
、
路
上
や
歩
道

上
に
駐
車
し
て
い
る
車
に
は
無
関

心
忙
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の
機
会

に
市
民
一
人
ひ
と
ひ
が
迄
恐
駐
車

に
目
牽
同
け
、
「
し
な
い
、
さ
せ

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
９
日
面
、
午
前

８
時
半
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
集
合
、
小

雨
決
行
▼
コ
ー
ス
・
：
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

↓
長
柄
駅
↓
大
和
神
社
↓
長
岳
寺

↓
崇
神
天
皇
陵
↓
三
輪
明
神
↓
Ｊ

Ｒ
三
輪
駅
↓
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
解
散
で

約
1
1
ち
▼
準
備
品
・
：
昼
食
、
雨
具
、

水
筒
、
交
通
費
は
各
自
負
担
▼
問

い
合
わ
せ
・
・
・
木
村
長
姿
兄
（
き

⑤
３
ａ
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
▼
と
き
・
・
ｎ
月
2
0
日
旧
▼
と
こ

ろ
・
・
・
日
産
車
体
㈱
京
都
工
場
Ｐ
Ｒ

会
館
（
大
久
保
町
西
ノ
端
１
の
１
）

▼
試
験
区
分
・
・
・
甲
・
乙
・
丙
各
種

▼
願
書
配
布
・
・
・
1
0
月
1
4
日
６
ま
で

の
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
、
消

防
本
部
・
各
消
防
（
分
）
署
で
▼
願

書
深
け
付
け
・
：
1
0
月
1
2
日
團
～
1
4

日
図
ま
で
に
、
京
都
府
職
員
会
館

　
（
京
都
市
上
京
区
下
長
者
町
通
西

洞
院
東
入
）
へ
。
　
（
消
防
本
部
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の

　
実
技
講
習
会

　
黄
槃
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
シ
ン
な

ど
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
倣
正
し

く
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
ぐ
た
め

63年８月３日

な
い
、
渫
屁
車
」
兌
昌
葉
に

地
域
ぐ
る
み
刄
垣
症
車
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。
（
交
通
労
政
課
）

の
実
技
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
一
…
一
月
８
日
由
、
午
後

３
時
と
午
後
６
時
の
２
回
▼
と
こ

ろ
・
：
黄
槃
体
育
館
▼
対
象
・
定
員

・
：
1
5
歳
以
上
の
人
、
各
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
受
講
料
・
・
・
千
円
▼
申
し

込
み
…
1
0
月
１
日
出
か
ら
黄
奘
体

育
館
（
五
ヶ
庄
三
番
割
）
へ
直
接
▼

問
い
合
わ
せ
・
：
市
公
園
公
社
（
ａ

⑩
4
0
0
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
黄
聚
体
育
館
）

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

　
　
ご
協
力
を

　
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
士

日
（
十
二
月
中
は
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
）
ま
で
、
全
国
一
斉
に
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
展
開
さ

れ
未
了
。

　
外
国
人
の

　
国
民
年
金
加
入
に
っ
い
て

　
昭
和
五
十
七
年
一
月
に
国
籍

に
よ
る
加
入
制
限
が
な
く
な
り
、

昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
の
現

行
の
制
度
で
は
、
日
本
国
内
に

居
住
す
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
の
人
は
、
国
籍
に
関
係
な

く
、
原
則
と
し
て
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
制

度
に
加
入
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
日
高
齢
化
社
会
か
抑
哭
る
中

で
、
お
年
寄
り
の
扶
養
や
介
護
な

ど
地
域
福
祉
の
充
実
に
向
け
、
共

同
募
金
の
役
割
が
ま
す
車
蚕
要

に
な
っ
て
き
て
い
未
了
。

　
町
内
会
、
自
治
会
の
役
員
の
皆

さ
ん
を
は
じ
ゐ
と
す
る
市
民
の
ご

理
解
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
る

共
同
募
金
に
、
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
京
都
府
共
同
募
金
会
宇
治
地
区

支
会
）

　
自
衛
官
の
募
集

　
▼
種
別
・
営
け
付
け
・
対
象
・
：

Ｏ
男
子
２
等
陸
士
・
海
士
・
空
士

＝
1
2
月
2
8
日
困
ま
で
、
1
8
歳
７
Ｕ
］

2
5
歳
未
満
○
男
子
２
等
陸
士
・
海

士
・
空
士
＝
6
4
年
３
月
中
旬
ま
で
、

6
4
年
３
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
予

定
者
Ｏ
男
子
防
衛
大
学
校
学
生
＝

五
ヶ
庄
西
川
原

　
前
垣
内
　
賢
ち
ゃ
ん

　
　
　
S
6
2
・
９
・
４
①

　さとしちゃんは、いつもにこに

｡こ人気者｡ジャンボな男の子です。

　この欄に掲載するお子さん（62

年10≪生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

　
年
金
公
路
す
る
に
は
加
入

年
数
が
重
要
な
条
件
と
な
り
ま

す
が
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い

て
在
留
資
格
に
永
住
権
を
取

得
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
土
八
年
十
二
月
以
前
の

国
民
年
金
に
加
入
出
来
な
か
っ

た
期
間
は
、
カ
ラ
期
間
（
年
金

額
に
は
反
映
し
な
い
が
、
受
給

資
格
を
み
る
と
き
算
入
さ
れ
る

期
間
）
と
な
り
ま
す
。

　
受
給
資
格
や
加
入
期
間
に
つ
’

い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、
保
険

1
0
月
2
5
日
㈹
ま
で
、
高
卒
（
見
込

み
）
～
2
1
歳
未
満
Ｏ
男
子
自
衛
隊

生
徒
＝
Ｈ
月
１
日
脚
～
6
4
年
１
月

７
日
出
、
中
卒
（
見
込
み
了
1
7
歳

未
満
○
男
子
・
女
子
医
科
・
歯
科

幹
部
＝
年
間
を
通
じ
て
、
医
師
・

歯
科
医
の
免
許
取
得
者
Ｏ
男
子
・

女
子
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
ふ
…
一

月
2
5
日
㈹
ま
で
、
高
卒
（
見
込
み
）

～
2
1
歳
禾
満
Ｏ
女
子
看
護
学
隼
‥

1
0
月
3
1
日
囲
ま
で
、
高
卒
（
見
込

み
T
2
2
歳
未
満
○
女
子
看
護
（
陸

曹
）
＝
年
間
を
通
じ
て
、
3
6
歳
未

満
の
免
許
取
得
者
Ｏ
女
子
看
護
（

陸
混
入
‥
一
月
2
1
日
囲
ま
で
、
3
3

歳
未
満
の
免
許
取
得
見
込
者
。

　
受
け
付
け
期
限
に
よ
り
、
入
隊

日
が
異
な
り
未
丁
。

消費者物価

20（9月

分）
年
金
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
相
談
所

　
年
金
や
健
康
保
険
の
仕
組
み

な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
か
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ
…
1
0
月
1
4
日

　
嵐
＝
木
幡
公
民
館
、
1
0
月
2
8

　
日
嵐
＝
宇
治
公
民
館
。
時
間

　
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４

　
時
。
ヽ

　
ま
た
、
六
十
四
年
三
月
新
規
高

校
・
中
学
校
卒
業
予
定
者
の
受
け

付
け
と
試
験
期
日
に
つ
い
て
は
、

以
上
の
こ
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
文

部
・
労
働
両
省
か
ら
示
さ
れ
た
期

日
以
降
に
実
施
１
　
歪
す
。

　
詳
し
ぐ
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

　
（
容
㈲
7
1
3
9
）
ま
た
は
市
役

所
企
画
管
理
部
総
務
課
（
容
⑩
3

1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
も
う
お
済
み
で
す
か

　
住
宅
統
計
調
査

　
「
住
宅
統
計
調
査
」
が
、
十
月
一

日
に
全
国
三
百
七
十
万
世
帯
を
対

象
に
行
わ
れ
て
い
乖
ｙ
。
宇
治
市

で
も
約
五
宝
ハ
亘
戸
に
調
査
票
を

配
布
し
て
い
毒
了
。
も
う
ご
記
入

い
た
だ
い
た
で
し
ょ
ラ
か
。
近
日

中
に
調
査
員
が
回
収
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　
風
し
ん
予
防
接
種

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
７
日
金
、
午
後

２
時
１
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
・
・
・
中
学
校

２
・
３
年
の
女
子
で
、
学
校
で
接

種
し
て
い
な
い
生
徒
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
総
合
福
祉
会
館
の

　
休
館
日
変
更

　
1
0
月
Ｈ
日
㈹
～
2
1
日
廊
の
1
1
日

間
、
京
都
国
体
秋
季
大
会
の
選
手

な
ど
の
宿
泊
の
た
め
、
総
合
福
祉

会
館
は
休
館
し
栄
ｙ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
不
動
産
無
料
相
談
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
５
日
團
、
午
前

1
0
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
伏

具
信
用
金
庫
大
久
保
支
店
３
階
会

議
室
▼
内
容
・
：
土
地
の
評
価
な
ど

▼
主
催
：
向
日
本
不
動
産
鑑
定
協

会
近
畿
会
京
都
部
会
。
（
用
地
課
）

　
戦
没
者
遺
族
と

　
旧
軍
人
軍
属
の
人
へ

　
旧
軍
人
軍
属
な
ど
に
対
す
る
事

務
が
、
昭
和
六
十
四
年
三
月
未
で

概
了
し
示
す
。
次
の
人
は
出
来
る

だ
け
早
く
、
府
国
保
援
護
課
（
容

０
７
５
固
８
１
１
鳥
線
２
３
４

９
）
ま
た
は
厚
生
省
援
護
局
庶
務

課
叙
位
叙
勲
調
査
室
（
公
０
３
側

2
0
4
4
）
へ
お
申
し
出
を
。

山
沢
の
戦
争
に
関
す
る
勤
務
（

　
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
以

　
降
）
に
従
事
し
、
こ
れ
に
関
連

　
し
て
死
没
し
た
旧
軍
人
軍
属
な

　
ど
に
対
す
る
叙
位
叙
勲
夕
受
け

　
て
い
な
い
遺
族
。

個
昭
和
十
五
年
五
月
以
降
二
十
一

　
年
四
月
ま
で
の
間
に
定
例
叙
勲

　
の
発
令
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

　
ら
す
、
勲
記
ま
た
は
勲
記
及
び

　
勲
章
が
伝
達
さ
れ
て
い
な
い
旧

　
軍
人
軍
属
と
そ
の
遺
族
。

朗
昭
和
十
九
年
一
月
以
降
二
十
一

　
年
四
月
ま
で
の
間
に
、
定
期
ま

　
た
は
臨
時
叙
位
の
発
令
が
あ
っ

　
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
位
記
が

　
伝
達
さ
れ
て
い
な
い
旧
軍
人
軍
‘

　
属
と
そ
の
遺
族
。
　
（
社
会
課
）

　
調
停
相
談

　
民
事
（
宅
地
建
物
、
農
事
、
商

事
、
交
通
、
公
害
な
ど
に
関
す
る
こ

と
）
や
家
事
（
人
事
、
家
庭
に
関

す
る
こ
と
）
の
紛
争
の
解
決
手
段

で
あ
る
、
調
停
制
度
の
利
用
に
関

す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
▼
と
き
…
1
0
月
2
4
日
旧
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
市
産
業
会
館
（
宇
治
琵
琶
4
5
）

▼
費
用
…
無
料
▼
相
談
担
当
者
・
：

調
停
委
員
、
弁
護
士
▼
主
催
・
：
宇

治
調
停
協
会
▼
問
に
お
せ
…
宇

治
簡
易
裁
判
所
（
ａ
⑩
2
3
9
4
）

へ
。
　
　
（
宇
治
簡
易
裁
判
所
）

　この公表価格は、9月初めに実施した消費生活モニター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　名 規　　　格 芸
価格状況 部 鸚封前月比 m年比

灯　　池
18≫店頭 683

　　％▲0.4 　　％A13.3 　　円750 　　円630

IBI配達 729 ▲1.0A12.0 770 700

ガソリン
レギュラー1(現金
売') 117 1.7▲4.1 130 108

ティｙシュ

　ペーノぐ－
400枚入l箱
(ｸﾘﾈｯｸ又･ｽｺｯﾃ1) 152 0.7 3.4 228 105

台所用
　　ラップ サランラップ30<mX20m 205 ▲0.5 1.0 238 115
アルミ
　　ホイル 25 X 8m 157 7.5▲2.5 238 98
シャンプー 液体ポリ律8522Occ

III.ェ･,センシャル 230 ０ ０ 230 230

it*用
　粉石けん 2.4kK 830 A1.5ム10.3 950 690

ｔ　　肉
すきやき用
中程度100b 350 3.2▲13.6 415 255

塩さけ 切身1001! 340 7.6 13.3468 157

バレイショ 男爵lOOi! 28 16.7 7.7 42 17

キャベツ中土約1kK 284 27.4 59.6380 198

鶏　　卵ＭサイX'< Vク人lonsi 131 10.1４ 5.8 158 98

食用油
日清サラダ油
ポリ容器I.000k 479 0.6A 0.4 584 298

しよう油キッコ.一マン濃口ポリ容器入1( 251 0.8▲0.8 258 198

砂　　糖上al㎏ 243 ▲2.8▲4.7 268 178

小麦粉 日清小麦扮フラワーUk (薄力ti） 198 I.O 0.5 218 158
インスタント
　コーヒー

ネスカフェエクセラ
瓶人150s 846 ▲0.7▲9.5 858 790

み　　そタヶヤミソllig352 1.1 7.3 398 320

食-■･ン
曹通品1斤

（スラィ又し/■(,の) 156 0.6A 1.9 170 135

洗雇代 ワイシャツ内の長そで 144 ▲4.6 2.1180 no
▲印urn.

-

905

しない　させない

迷惑駐車　迷惑駐車追放市民運動

お
知
ら
せ

筒
い
合
わ
せ

電
話
2
2
3
1
4

1

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

黄
檗
公
園
野
球
場
改
装
記
念

　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
招
待
試
合

入
場
無
料

京
都
国
体
少
年
女
子
日
本
リ
ー
グ
所
属

京
都
代
表
チ
ー
ム
　
対
シ
オ
ノ
ギ
製
薬

10月10日(祝

　午後2時

黄槃公園野球場



　　　献血

●３日(〈株〉西友宇治店、10時～正午と13時

　～15時半)、13日(京都文教知期大学、10時

　～15時半).

21日(宇治高等専修学校、10時

　～正午と13時～15時半),

24日(三和研磨工

　業〈株〉,

10時～正午)。

　　飼えなくなった犬・猫のひきとり　

●毎週月曜日(宇治保健所=

9時～io時半)。

　　　相談あんない

●青少年相談(18日、市民会館13時～16時)。

●京都府交通事故相談(5日、19日、京都府

　宇治地方振興局a@2049、9時～16時)。

　交通事故の法律問題、示談のしかた、賠償

　額の算定、訴訟や調停のしかた、自賠責保

71::=ニ∧二二辻丿卜爪証二………:ilE2:=jEi,li=?9j:

=*

険の利用のしかたなど。お気軽にご相談く

ださい。

　相談は無料、秘密は厳守。

ヨ金･結婚･登le･心配ごとなどの相談日程１

：や､行政･人権･消費生活･精神薄弱者相談：

ヨの日程は、63年度版r市民カレンダーと

ミ手びき｣よ掲載。ご利用ください。

Ｅ　このほか、市政相談と一般生活相談はｌ

：市役所市民相談室で、消費苦情相談は商:

iエ観光課で、教育相談は教育委貝会で､づl

:日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相：

：談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉ｉ
：会館３階の家庭児童相談室 ( 豊 ＠ 8 6 9 8 ) i

　 で 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　

：

：　゜　　　　　　　　　　　　　　　：

Ｓ●●噸●●● ･ 暉 ■ ● ■ ● ■ ･ ■ ● ■ ● ■ ･ ● ● ■ ■ ■ ■ ･ 幽 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●■●●■幽■ ･ ■ ･ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ･ ● ● 噛 ● ● ● ● ● ● ･ ♂

l
i
k
ム
ロ
打
ｐ
4
l
^
l
s
a
A
l
n
i
官
へ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
５
１
１
Ｊ

日
童
日
團
日
出
日
吻
日
團
日
南
日
脚

日
吻
日
南
日
出
日
吻
日
南

日
水
日
出
日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

移
動
図
書
館

北
横
島

広
　
野
開
伊
勢
田

蔭
　
山

棋
　
島

南
小
倉

緑
ヶ
原

平
　
盛

西
大
久
保

大
久
保

遊
　
田

南
陵
町

北
小
倉

明
星
町

志
津
川

黄
　
栞

木
幡
岡
　
屋

福
　
角

羽
戸
山

東
南
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

地
　
区

４
・
０
　
５
・
０

１
‘
Ｏ
～
１
・
３

５
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
ー
ー
・
０

1
3
3
0
い
1
4
3
0

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
～
１
’
３

５
・
０
　
６
・
０

１
■

o

―
-
■

-
o

３
・
０
　
４
・
０

１
‘
３
ー
ー
・
２

・
1
0
0
0
ー
1
1
祐

1
3
泌
ー
1
5
‥
3
0

４
・
０
　
６
・
０

１
’
４
ー
ー
・
０

３
・
０
　
４
‘
・
０

１
’
３
ー
ー
・
２

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
｀
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
５
’
０

―
・
Ｏ
～
１
・
３

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

３
・
０
　
５
・
０

１
‘
３
～
―
・
３

４
・
０
　
５
・
０

１
’
２
ー
ー
・
２

３
・
０
　
４
・
０

―
・
３
～
１
・
０

Ｏ
‘
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
・
Ｏ
～
Ｉ
・
０

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
～
１
・
３

４
・
０
　
５
・
０

１
・
４
～
１
・
３

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
２

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
・
０
１
１
・
０

４
・
０
　
５
・
０

―
・
３
～
１
・
４

1
3
一
3
0
１
1
4
‥
1
0

1
4
‥
2
0
～
1
6
‥
0
0

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
０

駐
車
時
間

北
横
島
小
学
校

大
久
保
小
学
校

開
公
民
分
館
前

伊
勢
田
神
社

‘
ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

南
蒲
合
1
2
の
通
り

八
木
ガ
レ
ー
ジ

南
小
倉
小
学
校

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

西
小
倉
中
学
校
聶
‥

南
陵
第
２
児
童
公
園

北
小
倉
小
学
校

汚
水
処
理
場
横

志
津
川
バ
ス
駐
車
場

万
福
寺
駐
車
場

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校

南
部
小
学
校

羽
戸
山
集
会
所
横

う
め
が
き
商
店

　
東
へ
川
メ
ー
ト
ル

明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

駐
車
場
所

じゅうたん類は

小さく切って！
　
〈
困
っ
て
い
ま
す
〉

　
一
日
平
均
に
す
れ
ば
、
約
七
十

枚
の
じ
ゅ
シ
た
ん
類
が
、
粗
大
ご

み
処
理
施
設
に
運
ば
れ
て
来
未
了
。

そ
の
ま
ま
で
は
、
破
砕
処
理
が
出

来
な
い
た
め
、
人
力
に
よ
り
取
り

出
し
作
業
を
行
っ
て
い
末
男

　
〈
小
さ
く
切
っ
て
く
だ
さ
い
〉

　
ヵ
Ｚ

ぱ
よ
く
切
れ
ま
ず
。
大
き
さ
は
、

座
ぷ
と
ん
程
度
（
約
六
十
り
四
方
）

に
切
り
、
四
～
五
枚
を
Ｉ
李
と
め

に
縛
っ
て
燃
え
な
い
ご
み
の
日
に

出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
粗
大
ご
み
や
引
っ
越
し

な
ど
竺
時
的
に
多
量
に
出
る
ご

み
は
、
事
前
に
清
掃
事
務
所
（
豊

　
一
－
１
１
１
－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

⑩
3
1
4
1
）
へ
連
絡
を
。

・・－－－－・－－－－－－

…
…
…
…
…
一

（
清
掃
事
務
所
）

一 ミ ミ ー ㎎ 皿 噛 － 一 晶 ■ 個 響 個 －

ﾋのままでは出さないで

嶮／

｀
1
1
1
1
自
―
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ご
み
処
理
施
設
か
ら
の
お
願
い

906

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
1
0
月
分

）

10月の燃えないゴミ・し尿日程表

　　　　　　開　　町（国道筋）
　　　　　　広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、西裏、茶屋

4　　20大久保町琴3ヒノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、

　　　　　　　　　　久保）　　　　　　西大久保府営倖宅(21～32 棟)

　　　　　安田町（全域）　　　　　伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

5　　21　　　　　　ノ荒、ウトロ、南山）

　　　　　広野町（成田、新成田）　　　　　大久保町（田原、日椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

　　　　　　宇　　治（半白）

6　　22小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）

　　　　　　羽拍子町（国道筋）　　　　　　伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

　　　　　　小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

　　　　　　　　　　道筋以南の西浦）7　　24伊勢田町（遊田、砂田）

　　　　　　西大久保府営住宅（33～43棟）

　　　　　小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前
8　　25　　　　　　までの市道筋以北の西浦）
　　　　　伊勢田町（南遊田）

　　　　　　棋島町（全域）10　　26小倉町（近鉄以東の新田島）
　　　　　　宇　　治(戸ノ内、蔭山、TR以北の御廟・天神）

　　　　　　木　　幡（平尾、須留、南原、御蔵山．畑山田、御園、
n　　27　　　　　　陣ノ内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、
　　　　　　　　　　北山畑、]R&.東の正中・東中）

　　　　　　六地蔵（全域）
　　　　　　木　　幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、
12　　28　　　　　　中村、南山畑、南山、南端、JRiil西の正中

　　　　　　　　　　・東中）　　　　　　五ヶ庄（広岡谷．JR以東の芝ノ東）

　　　　　　木　　幡,（熊小路）
　　　　　‘五ケ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川
13　　29　　　　　　原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西
　　　　　　　　　　浦、新開、平野、折坂、福角、一・二・三番
　　　　　　　　　　割、J R以西の芝ノ束、高峰山）
　　　　　　苛　　ill r平町^
　　　　　五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、
　　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）

　　　　　菟　　道（平町を除く全域）
14　　31明星町（全域）

　　　　　羽戸山（全域）

　　　　　志津川（全域）　　　　　牢　　汝f山太　ｚ方　吏内　又拓　山田）

　　　　　宇　　治（里尻、小桜、宇文字ﾐ壱番、妙楽、蓮華、
　　　　　　　　塔川、善法、東山、下居、上権現町、琵琶、

17 11/1
Jitsc］1と影池森｀米阪｀矢落｀若森｀J

R

　　　　　白　　川（全域）　　　　　折居台（全域）、天神台（全域）
　　　　　小倉町て奥m

　　　　　南陵町（全域）　　　　　羽拍子町（国道筋を除く全域）

18 11/2　神　　明（全域）
　　　　　宇　　治（蛇塚、大谷、野神一部）

　　　　　琵琶台（全域）　　　　　広野町（小根尾一部）

燃えないゴミ（清掃事務所電話22－3141） し・尿（城南衛生管管理組合電話075－631－5171）

し尿収集の届け出を

お
願
三
い
ｙ
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